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[1] 3つの行基本変形に対して，

I. 行列Aの 2つの行をいれかえた行列をA′

II. 行列Aのある行を k倍した行列をA′′

III. 行列Aのある行に他の行の k倍を足した行列をA′′′

とすれば，次の行列式はもとの行列Aの行列式 |A|を用いて次のように書ける：

|A′| = (1), |A′′| = (2), |A′′′| = (3).

[2] (定義) A = (ai,j)を n次正方行列とする．

Aの (i, j)成分 aijを中心に第 i行と第 j列を取り除いてできる行列をAijとおく．

このとき，ãij = (−1)i+j |Aij|を行列Aの (i, j) (1) という．

行列式の定義から，a11ã11 + a12ã12 + · · ·+ a1nã1n = (2) となる．

例えば，A =

 1 0 −1
−2 −1 0
0 −1 2

に対して，
ã11 = (3), ã12 = (4), ã13 = (5) となる．

[3] (2点) 行列式 ∣∣∣∣∣∣∣∣
1 1 1 1
x y z w
x2 y2 z2 w2

x3 y3 z3 w3

∣∣∣∣∣∣∣∣
を因数分解すれば， となる.


